
中
・
世
交
化
の
基
調

泉

澄

㌧
近
代
第
一
流
の
数
學
者
に
し
て
且
偉
大
な
る
物
理
學
者

で
あ
っ
た
ア
ン
ジ
⑧
ボ
ア
ン
カ
レ
は
、
そ
の
名
著
「
科
學

の
贋
値
」
め
緒
論
に
於
い
て
、
壁
隣
第
一
に
左
の
如
く
喝

破
し
た
。

　
眞
理
の
三
見
、
こ
れ
が
亀
入
の
活
動
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
ぬ
。
吾
人
が
活
動
の
目
的
ミ
す
る
に
値
す
る
も
の
戸
外
に
は
無

　
い
。
疑
も
無
く
吾
人
は
先
づ
人
生
の
苦
痛
を
輕
減
す
る
事
を
努

　
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
其
は
何
の
爲
め
か
。
…
…
…
吾
人

　
が
曖
々
入
類
を
し
て
物
質
的
に
不
安
を
弾
せ
し
め
よ
う
ε
欲
す

　
る
の
は
、
一
に
斯
く
し
て
恢
復
せ
ら
れ
た
自
由
を
眞
理
．
の
研
究

＼
琢
答
に
用
ゐ
ん
が
爲
め
で
あ
る
し
（
田
泌
元
博
土
の
繹
丈
に
よ
う
）

氏
に
從
へ
ば
、
眞
理
の
外
に
美
は
し
き
も
の
は
な
く
、
二

期
の
登
見
以
外
に
、
我
等
が
目
的
ビ
す
る
建
値
あ
る
も
の

は
た
か
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
氏
が
建
地
に
眞
理
ご
呼
ぶ
所

　
　
　
第
十
四
谷
　
　
研
　
究
　
　
中
世
丈
化
の
幕
調

の
も
の
は
、
專
ら
科
學
的
眞
理
に
外
な
ら
訟
事
は
、
氏
が

特
に
加
へ
た
る
註
解
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
（
氏
が
同
時

に
道
徳
を
之
に
併
行
せ
し
め
ん
ご
す
る
意
見
は
、
別
に
考

察
を
要
す
る
事
ご
し
て
こ
、
に
は
之
を
省
く
。
）

　
疑
も
な
く
ポ
ァ
ン
カ
レ
の
此
の
言
は
、
近
代
精
紳
の
卒

直
に
し
て
大
藩
な
る
「
の
表
現
で
あ
る
。
今
や
科
學
は
其

の
全
盛
を
極
め
、
他
の
一
切
の
文
化
財
を
足
下
に
躁
欄
し

昂
然
ε
し
て
文
化
債
値
の
王
座
を
占
め
て
み
る
。
而
し
て

だ
や
に
数
量
や
物
理
學
等
の
純
正
科
學
の
み
に
ご
や
ま
ち

す
、
一
切
の
文
化
に
濁
し
、
科
學
的
方
法
に
よ
る
研
究
を

加
へ
、
科
學
的
解
繹
を
下
さ
ん
ご
し
つ
、
あ
る
。
そ
の
傾

向
の
極
端
に
走
り
、
そ
の
勢
の
激
す
る
所
、
所
謂
証
命
科

學
の
主
張
を
見
る
。
彼
等
は
所
謂
マ
ル
ク
ス
主
義
を
奉
じ

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
四
一
　
（
　
　
四
一
）



　
　
　
第
十
．
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
中
世
丈
化
の
墓
調

経
濟
關
係
を
以
て
一
切
魁
會
現
象
の
基
礎
と
断
じ
、
政
治

も
法
律
も
、
文
學
も
美
術
も
、
哲
學
も
宗
激
も
、
悉
く
こ

れ
経
二
月
係
に
依
っ
て
成
立
し
、
又
品
形
す
る
所
の
影
に

過
ぎ
す
ご
し
、
而
し
て
歴
史
に
鋤
し
て
は
、
一
に
経
濟
關

係
に
よ
っ
て
生
す
る
不
断
の
階
級
闘
孚
な
り
と
槻
す
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
る
に
斯
く
の
如
き
見
解
は
、
科
學
の
萬
能
を
信
じ

科
學
の
全
盛
に
酔
ふ
現
代
の
特
徴
で
あ
り
、
或
は
そ
の
飴

沫
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
い
ふ
所
に
は
幾
多

の
眞
理
を
含
み
、
又
清
新
な
る
示
唆
に
富
む
ご
は
い
へ
、

之
を
以
て
唯
一
の
解
繹
こ
な
し
、
絶
野
の
眞
理
な
り
ご
な

す
事
は
出
來
な
い
。
時
代
は
推
移
す
る
。
而
し
て
時
代
時

代
に
よ
っ
て
入
生
観
は
異
な
り
、
そ
の
要
望
す
る
甥
象
は

異
な
り
、
そ
の
目
的
に
向
っ
て
の
努
力
は
異
な
る
。
咋
の

是
こ
し
た
所
、
既
に
今
の
非
な
る
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
今

の
是
こ
す
る
所
、
や
が
て
明
の
聖
な
る
を
考
へ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
昔
は
山
鹿
素
行
、
講
測
量
問
に
こ
の
理
を
論

策
一
號
　
四
二
（
　
四
二
）

い
て
曰
く
、

　
　
「
古
今
相
観
リ
風
俗
大
二
蓮
フ
、
大
概
百
年
二
世
実
大
憂
ス
、

　
五
十
年
一
二
十
年
二
中
総
久
ス
、
　
コ
レ
テ
不
敗
シ
テ
、
　
紺
数
十
歳
」
巳
｛
剛

　
　
ノ
事
ヲ
取
テ
今
臼
二
合
セ
ン
ト
ス
ル
事
大
ナ
ル
誤
也
。
但
シ
獲

　
ゼ
ザ
ル
事
ト
攣
ズ
ル
コ
ト
、
損
盆
ノ
道
ア
ル
コ
ト
ナ
ー
－
・
、
是
審
ハ

　
智
キ
ワ
マ
ラ
ザ
レ
バ
￥
小
レ
可
レ
知
、
」

古
今
文
化
の
相
違
を
仔
細
に
吟
味
し
、
人
心
の
蹄
趣
を
深

刻
に
槍
差
し
賜
れ
ば
、
ボ
ァ
ン
カ
レ
が
科
學
的
眞
理
の
絶

甥
償
値
説
す
ら
、
猶
一
時
代
の
熟
狂
ご
槻
ら
れ
な
い
で
は

止
ま
澱
。
況
ん
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
危
激
極
端
の
論
に
於

い
て
お
や
Q

　
予
は
蒼
き
に
我
國
交
化
史
の
上
に
託
る
、
時
代
精
紳
の

相
違
を
指
摘
し
、
古
代
の
純
よ
り
始
め
て
、
上
代
が
美
を

中
世
が
聖
を
、
近
世
が
善
を
．
現
代
が
眞
を
、
そ
れ
ぐ

最
高
の
文
化
儂
値
ご
爲
す
事
を
概
論
し
、
日
本
精
華
登
展

の
段
階
を
略
説
し
だ
。
（
吏
學
維
二
瀬
和
三
年
月
號
）
ミ
に
は
現
代
よ

も
持
っ
て
中
世
に
及
び
、
専
ら
中
世
文
化
の
基
調
を
説
か

う
。
蓋
し
時
代
拝
載
の
湯
釜
批
判
、
儂
値
要
望
、
乃
至
債



値
實
現
の
相
違
を
明
か
に
す
る
事
は
、
丈
化
吏
の
眞
の
理

解
の
爲
に
も
、
や
が
て
亦
現
代
批
割
の
上
に
も
、
最
も
必

要
な
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
今
や
多
く
の
吏
家
は
虚
心
に
歴
史
事
忌
を
霜
取
せ
ん
ビ

努
め
、
一
部
の
間
に
於
い
て
は
、
歴
史
下
読
を
專
ら
経
濟

的
に
説
明
せ
ん
ビ
し
、
而
し
て
極
端
な
る
一
隅
の
論
者
は

歴
史
を
一
に
経
濟
關
係
に
よ
る
階
級
の
闘
魚
な
り
ビ
槻
る

し
か
る
に
少
し
く
湖
っ
て
近
世
に
戻
れ
ば
、
吏
家
の
態
度

は
全
く
之
ご
異
な
る
Q
彼
等
は
歴
吏
に
於
い
て
、
つ
ご
め

て
名
分
を
正
し
。
綱
常
を
立
て
ん
ざ
し
た
。
而
し
て
そ
の

事
實
を
描
寓
す
る
に
も
、
一
見
し
て
善
悪
の
慮
ら
明
か
な

ら
ん
事
を
努
め
た
。
徳
川
一
一
が
大
日
本
史
の
序
に
、
先

人
光
囲
の
言
を
記
し
て

　
　
「
芸
者
所
鵜
以
記
w
事
也
、
豫
レ
事
直
書
、
鋤
懲
自
見
回
，
…
…
…

　
善
男
晶
以
爲
”
法
、
悪
可
”
「
以
爲
。
戒
、
　
陥
使
…
叢
叢
之
徒
世
鴨
所
“
腿
、

　
乱
篭
稗
一
算
世
数
一
、
維
持
綱
常
に

ご
い
ひ
、
安
積
澹
泊
が
李
野
中
に
與
へ
た
書
に
大
日
本
史

　
　
　
第
十
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
中
世
激
化
の
茶
調

を
賛
し
て
、

　
　
「
、
序
中
所
講
鼠
距
軽
軽
、
竣
　
競
観
之
心
一
、
↑
賊
子
感
懐
、
不
王

　
之
述
掃
レ
地
焉
者
、
至
里
方
可
嘉
庶
幾
一
也
、
」

ご
述
べ
た
も
の
、
實
に
之
が
代
表
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
斯
の
如
き
倫
理
的
褒
既
は
、
中
世
の
史

家
が
望
む
ご
こ
ろ
で
は
な
く
、
從
っ
て
倫
理
的
見
地
よ
り

見
れ
ば
．
中
世
の
史
書
は
取
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ

た
◎
現
に
三
宅
野
盗
は
、
受
託
大
記
の
序
に
於
い
て
、
中

世
の
史
書
の
い
ふ
に
足
ら
ざ
る
を
説
い
て
、

　
　
「
詞
理
僅
淺
、
敷
詰
捷
雑
、
眞
僑
倶
昧
、
要
レ
除
湿
選
士
案
而
己

　
突
、
傳
奇
転
読
而
己
突
、
是
其
叙
レ
事
且
不
レ
成
レ
膿
，
爾
案
在
丁
能

　
鋤
レ
善
懲
ノ
悪
三
三
嘩
鍼
百
代
山
也
、
」

こ
い
っ
て
る
る
。
但
し
こ
れ
は
近
世
的
見
解
に
よ
る
批
剣

で
あ
っ
て
、
倫
理
的
褒
既
を
主
こ
す
る
瓢
よ
り
い
へ
ば
斯

の
如
く
無
掛
値
で
あ
る
と
は
い
へ
、
中
世
の
史
家
に
於
い

て
は
之
を
外
に
し
て
、
自
ら
想
望
特
異
の
立
場
な
し
と
し

な
い
。
今
近
燈
的
傾
向
を
聚
樂
物
語
に
窺
ひ
、
而
し
て
中

　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
四
三
　
（
　
　
四
三
）



第
十
四
巷
　
　
研
　
究
・
　
中
世
丈
化
ゆ
基
調

世
的
態
度
を
保
暦
間
記
に
見
れ
ば
、
實
に
左
の
如
き
著
し

き
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
望
見
す
る
。

　
聚
樂
物
語
の
序
説
に
い
ふ
、

　
　
「
朝
に
さ
か
へ
夕
に
お
ミ
ろ
ふ
る
は
、
み
な
蓋
世
聞
の
な
ら
ひ

　
國
を
お
さ
め
天
下
を
た
も
つ
も
、
其
身
の
賢
愚
に
あ
ら
す
、
天

　
よ
り
あ
た
へ
給
ふ
ミ
い
ひ
な
が
ら
、
君
臣
の
禮
義
を
失
ひ
、
父

　
子
の
慈
孝
な
き
時
は
、
必
一
家
ほ
ろ
ぶ
，
君
臣
に
禮
を
な
す
時

　
は
、
臣
又
君
に
忠
を
遷
し
、
父
は
子
に
愛
を
な
し
、
子
は
父
に

　
孝
を
な
す
時
は
、
身
治
り
家
齊
て
、
か
な
ら
す
心
血
さ
か
ふ
ご

　
月
え
た
り
、
髪
に
前
の
關
白
秀
次
公
は
、
伯
父
太
閤
秀
吉
卿
の

　
重
恩
を
わ
す
れ
給
ひ
て
、
あ
ま
つ
さ
へ
逆
心
を
ふ
く
み
給
ひ
し

　
か
ば
、
天
罰
い
か
で
の
が
れ
た
ま
ふ
べ
き
、
御
身
を
ほ
ろ
ぼ
し

　
給
ふ
の
み
な
ら
す
、
多
く
の
入
を
う
し
な
ひ
給
ふ
御
心
の
程
こ

　
そ
あ
さ
ま
し
け
れ
、
」

之
に
封
じ
て
保
野
間
記
の
末
に
説
く
所
は
か
う
で
あ
る
。

　
　
「
是
ラ
見
テ
無
常
菩
提
心
テ
登
サ
．
・
ル
事
ハ
ロ
惜
カ
ル
ベ
キ
ニ

　
ヤ
、
然
ル
ニ
自
レ
元
三
門
二
毛
ル
族
、
多
ハ
逡
俗
ス
ル
事
ア
リ
、

　
昔
バ
カ
・
ル
タ
メ
シ
バ
痛
ク
一
一
レ
及
、
・
…
…
－
只
是
ラ
思
二
、

　
執
着
ノ
ヤ
マ
ザ
ル
故
也
、
サ
レ
バ
愛
心
ヤ
マ
ズ
シ
テ
、
我
モ
入

　
モ
室
ク
月
日
テ
途
テ
、
雛
業
ノ
種
ラ
三
途
ノ
蕎
里
二
殖
、
業
報

第
｛
號
　
　
四
四
　
（
　
　
四
四
）

ノ
罪
難
篇
遊
、
何
エ
モ
此
A
芯
難
野
田
ク
レ
バ
、
彌
陀
ノ
本
願
二
乗
テ

不
退
ノ
土
二
生
シ
、
見
佛
聞
法
シ
テ
、
一
着
心
ラ
永
ク
止
ベ
キ

ヤ
ラ
ン
、
…
…
…
　
切
ノ
三
三
ノ
法
ハ
夢
幻
ノ
如
シ
ト
云
ヘ
リ

常
住
ノ
着
心
有
ベ
カ
ラ
ズ
、
…
…
…
願
ク
雪
避
ラ
見
ル
入
、
先

此
記
ノ
内
ノ
亡
難
並
法
界
衆
生
ノ
爲
二
、
光
明
眞
言
阿
彌
陀
ノ

々
窯
概
テ
唱
テ
、
廻
向
セ
シ
メ
給
フ
ベ
シ
ト
云
々
」

師
ち
近
世
の
史
家
が
歴
史
を
専
ら
倫
理
的
に
批
剣
し
淀
の

に
樹
し
、
中
世
の
史
家
は
專
ら
宗
激
的
に
考
察
し
た
の
で

あ
る
。
前
者
は
之
を
讃
ま
ん
者
が
、
悪
を
去
っ
て
善
に
趣

か
ん
事
を
希
望
し
、
後
者
は
一
見
の
人
々
が
、
こ
の
琶
の

無
常
を
悟
っ
て
菩
提
心
を
観
せ
ん
事
を
要
望
し
て
居
る
。

　
中
世
に
現
れ
た
る
史
書
の
大
老
は
、
い
つ
れ
も
か
、
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

宗
激
的
態
度
を
以
て
著
さ
れ
て
居
り
、
歴
史
事
實
の
取
扱

も
宗
敏
的
で
あ
れ
ば
、
古
代
上
代
の
史
書
に
封
ず
る
解
騨

も
宗
激
的
で
あ
っ
淀
。
か
の
慈
鎭
の
愚
管
抄
の
如
き
は
、

か
、
る
態
度
の
最
高
潮
を
示
す
も
の
ご
し
て
、
特
に
重
く

視
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
［
、
蓮
ク
ハ
伊
勢
大
越
宮
ト
鹿
島
ノ
大
明
憩
ト
、
近
ク
ハ
八
幡
大



　
叢
ロ
薩
ト
春
日
ノ
大
明
憩
ト
、
北
日
A
ー
ヒ
シ
ト
議
定
シ
テ
世
テ
バ
モ

　
タ
セ
給
フ
也
曳
」

こ
い
ふ
歴
史
の
宗
量
的
信
頼
は
、
彼
の
兄
兼
實
の
日
記
玉

葉
に
屡
々
現
る
、
所
の
、
世
運
の
縛
攣
に
際
す
る
神
町
の

愚
依
ご
全
く
一
致
し
、
當
時
の
史
要
の
一
面
を
語
り
、
中

世
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
特
色
あ
る
が
故
に
、
中
量
の
史
書
は
、
近
世
の
史

家
の
無
下
な
る
一
蹴
を
拒
み
得
る
。
中
世
入
．
は
近
世
人
ご

は
異
な
っ
た
債
値
寸
断
を
な
し
、
異
な
っ
た
理
想
を
も
ち

從
っ
て
そ
の
目
的
に
到
達
せ
ん
が
爲
に
異
な
っ
た
努
力
を

な
し
、
一
言
に
し
て
い
へ
ば
、
異
な
っ
た
世
界
に
住
ん
で

み
た
の
で
あ
る
。

　
も
こ
よ
り
中
世
に
は
、
上
代
の
傳
統
を
追
ふ
公
家
文
化

が
、
猫
一
部
の
憧
憬
を
夢
の
う
ち
に
つ
な
ぎ
、
叉
近
量
の

先
騙
を
な
す
武
家
文
化
が
、
新
興
の
勢
を
以
て
既
に
活
濃

に
動
い
て
み
た
け
れ
ご
も
、
し
か
も
こ
の
爾
者
鳳
、
い
つ

れ
も
「
世
を
蓋
ふ
カ
な
く
、
一
代
を
照
ら
す
光
な
く
、
し

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
中
蝕
丈
化
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か
の
み
な
ら
す
、
そ
れ
宮
身
に
於
い
て
さ
へ
十
分
の
充
足

な
く
、
屡
々
自
ら
安
ん
ず
る
事
が
拙
來
な
か
っ
た
。
而
し

て
こ
れ
ら
二
つ
の
流
よ
b
も
、
更
に
力
強
き
底
流
ご
し
て

常
に
こ
の
二
つ
を
否
定
し
、
こ
の
こ
つ
を
吸
牧
し
た
も
の

は
、
實
に
宗
激
丈
化
で
あ
っ
た
。
今
そ
の
宗
激
文
化
が
前

二
者
を
否
定
し
、
自
ら
に
於
い
て
人
生
の
館
趣
を
示
す
機

を
、
日
蓮
を
し
て
語
ら
し
め
よ
ゆ

　
　
「
雲
調
上
二
交
テ
璽
欝
ノ
ビ
ン
ヅ
ラ
ア
ザ
ヤ
カ
ニ
雪
ノ
タ
モ
ト
ヲ
ヒ

　
　
ル
ガ
ヘ
ス
ト
モ
、
其
ノ
隔
業
ミ
ヲ
オ
モ
ヘ
バ
夢
ノ
乱
甲
ノ
曲
夢
㌦
也
、
山
ノ

　
フ
モ
ト
ノ
仙
逢
ガ
モ
ト
ハ
ツ
井
ノ
一
三
，
玉
ノ
盗
錦
㎜
ノ
帳
モ
後
世

　
ノ
道
ニ
ハ
ナ
ニ
カ
セ
ン
、
小
野
ノ
小
町
衣
涌
…
鞭
が
花
ノ
姿
モ
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
モ
ト

　
常
ノ
風
ニ
チ
リ
，
奨
学
張
・
艮
が
武
甑
刀
二
蓬
セ
シ
モ
獄
卒
ノ
杖
ラ

　
カ
ナ
シ
ム
、
サ
レ
バ
心
ア
リ
シ
古
入
ノ
云
ク
、
ア
ハ
レ
ナ
リ
鳥

　
ベ
ノ
山
ノ
タ
煙
ラ
ク
ル
入
ト
テ
ト
マ
ル
ベ
キ
カ
バ
、
宋
ノ
露
モ

　
ト
ノ
雫
や
世
ノ
中
ノ
ラ
ク
レ
先
ダ
ツ
タ
メ
シ
ナ
ル
ラ
ン
、
先
亡

　
後
門
ノ
理
り
始
テ
驚
ク
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
，
願
フ
テ
モ
繍
腿
フ
ペ
キ

　
ハ
佛
道
、
求
メ
テ
モ
求
ム
ベ
キ
ハ
経
教
也
、
」
（
聖
愚
問
答
紗
）

又
道
元
は
そ
の
荘
重
超
脱
の
風
姿
を
以
て
、
遽
箇
の
理
を

左
の
如
く
遣
濡
し
た
Q

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
四
五
（
　
凶
五
）
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「
し
か
あ
れ
は
　
す
な
は
ち
、
を
し
む
に
た
電
ひ
百
計
千
方
を

も
て
す
ε
い
ふ
く
」
も
、
つ
ひ
に
こ
れ
塚
中
一
堆
の
塵
ミ
化
す
る

も
の
な
り
、
い
た
づ
ら
に
小
國
の
王
民
に
つ
か
は
れ
て
、
東
西

に
馳
走
す
る
あ
ひ
だ
、
千
辛
萬
苦
い
く
ば
く
の
身
心
を
か
く
る

し
む
る
、
義
に
よ
り
て
は
身
命
を
か
ろ
く
す
、
殉
死
の
禮
わ
す
れ

ざ
る
が
ご
一
こ
し
、
恩
に
つ
か
は
る
Σ
前
途
た
Ψ
暗
頭
の
雲
霧
な

り
、
小
臣
に
つ
か
は
れ
、
民
間
に
身
命
を
す
つ
る
も
の
、
む
か

し
ょ
り
お
ほ
し
、
を
し
む
べ
き
人
身
な
り
、
道
器
ミ
な
り
ぬ
べ

き
ゆ
ゑ
に
、
い
ま
正
法
に
あ
ふ
、
百
千
恒
沙
の
身
を
す
て
・
も

正
法
を
参
隣
す
べ
し
、
い
た
づ
ら
な
る
小
才
ε
廣
大
深
逡
の
佛

法
ε
、
い
つ
れ
の
た
め
に
か
身
命
を
す
つ
べ
き
、
…
…
…
し
か

あ
れ
ば
旧
師
の
大
恩
を
報
謝
せ
ん
こ
ミ
は
、
一
日
の
行
持
な
り

自
己
の
身
命
を
か
へ
り
み
る
こ
ご
な
か
れ
、
禽
獣
よ
り
も
お
ろ

か
な
る
恩
愛
、
を
し
ん
で
す
て
ざ
る
こ
ミ
な
か
れ
、
た
ミ
ひ
愛
惜

す
嘱
こ
も
長
年
の
ざ
も
な
る
べ
か
ら
す
、
あ
く
た
の
h
、
」
ざ
く
な
る

家
門
、
た
の
み
て
、
こ
撃
ま
る
こ
ε
な
か
れ
、
た
ミ
ひ
ε
草
ま
る

ミ
も
つ
ひ
の
幽
綾
に
あ
ら
す
、
む
か
し
佛
禮
の
か
し
こ
か
り
し
、

み
な
七
費
千
子
を
な
ぴ
す
て
、
玉
殿
朱
…
櫻
を
す
み
や
か
に
す
つ

涕
唾
の
、
、
ミ
」
く
み
る
、
糞
土
の
こ
ε
く
み
る
、
こ
れ
ら
み
な
古
來

の
佛
組
の
、
古
來
の
佛
租
を
報
謝
し
き
た
れ
る
、
知
恩
報
恩
の

儀
な
り
L
（
無
眼
力
）

第
｝
號
　
　
　
四
晶
ハ
　
（
四
六
）

　
恩
愛
は
禽
獣
よ
り
も
お
ろ
か
で
あ
り
、
家
門
は
猶
塵
あ

く
だ
の
如
く
で
あ
る
。
玉
殿
朱
縷
は
涕
唾
に
似
、
ま
た
糞

土
の
如
く
で
あ
る
。
忠
孝
飾
義
す
ら
も
、
死
後
將
來
の
暗

澹
を
い
か
に
せ
ん
や
。
公
家
の
文
化
も
こ
、
に
く
つ
が
へ

り
、
武
家
の
文
化
も
こ
、
に
た
ち
ろ
ぐ
。
そ
れ
ら
は
究
極

す
る
所
、
無
儂
値
で
あ
る
Q
便
服
あ
る
も
の
は
何
で
あ
る

か
。
ひ
ビ
リ
宗
教
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
廣
大
で
あ
り
、

深
遠
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
は
無
下
の
寳
珠
で
あ
り
、
無
上

の
光
明
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
實
に
中
世
を
支
配
し
た

所
の
思
想
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
こ
の
喜
多
思
想
が
、
中
世
に
於
い
て
他
の
丈

量
に
い
か
に
働
き
か
け
た
か
、
他
の
交
化
が
こ
れ
に
よ
っ

て
い
か
に
屈
折
し
π
か
を
見
て
ゆ
か
う
。

　
第
一
に
は
公
家
文
化
で
あ
る
。
上
代
に
榮
へ
た
る
公
家

徳
化
は
、
美
を
最
高
の
雨
雫
こ
し
た
。
多
時
源
氏
物
語
が

も
て
は
や
さ
れ
れ
た
の
は
、
そ
の
主
人
公
が
容
貌
美
し
く

情
緒
や
さ
し
く
、
小
説
の
筋
も
美
し
け
れ
ば
、
之
を
行
る



文
章
も
亦
美
し
い
が
爲
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
中
世
に
入

っ
て
は
、
宗
敏
文
化
の
威
増
す
る
所
、
そ
れ
ら
の
美
は
す

べ
て
涕
唾
の
如
く
、
糞
土
の
如
ぐ
、
そ
れ
の
み
に
て
は
到

底
獅
卜
し
て
償
値
を
主
張
す
る
事
が
出
來
な
く
な
っ
た
Q

是
に
於
い
て
、
源
氏
物
語
は
節
を
屈
し
て
う
ち
に
宗
教
の

寓
意
あ
）
ご
し
、
か
ろ
う
じ
て
三
春
を
維
持
す
る
事
が
出

來
た
。
こ
れ
は
予
が
既
に
前
の
論
調
に
於
い
て
説
い
た
所

で
あ
る
か
ら
、
重
複
を
省
い
て
新
規
を
爆
げ
、
こ
、
に
は

専
ら
夢
浄
橋
の
巻
の
名
の
解
職
を
例
示
し
よ
う
。
中
世
の

中
頃
四
辻
善
成
の
著
は
し
た
河
海
抄
に
は
、
夢
浄
橋
の
巻

の
名
を
、
字
義
に
つ
い
て
左
の
如
く
説
明
し
て
み
る
。

「
大
方
此
物
語
の
お
こ
る
心
ざ
し
、
全
く
色
に
ふ
け
り
言
を
か

ざ
る
に
あ
ら
す
、
唯
無
常
迅
速
の
こ
ミ
は
り
を
あ
ら
は
し
、
盛

者
必
衰
の
お
も
む
き
を
し
ら
し
め
ん
が
爲
也
、
介
の
題
目
を
案

ず
る
に
、
先
夢
ε
云
は
む
な
し
き
心
也
、
有
無
の
諸
法
い
つ
れ
も

夢
に
あ
ら
す
ミ
芸
事
な
し
、
淫
黎
経
に
は
生
死
無
常
は
猫
如
昨

夢
ミ
詮
き
、
大
砂
壁
縄
に
は
始
組
衆
生
本
鼠
輩
佛
生
死
浬
葉
猫

如
作
夢
善
男
子
如
昨
夢
放
豊
本
生
死
及
與
淫
葉
無
起
無
滅
無
來

第
十
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出
直
、
唯
識
論
に
も
未
得
眞
畳
常
軌
夢
中
故
佛
．
説
解
生
死
長
夜

電
あ
り
内
外
の
纏
書
に
此
夢
に
付
て
さ
ま
ん
＼
の
義
あ
り
、
…

…
…
次
浮
橋
ε
い
ふ
は
伊
弊
諾
伊
弊
班
愈
天
浮
橋
の
上
に
し
て

共
爲
夫
婦
し
給
て
陰
陽
を
さ
だ
め
洲
國
を
生
せ
し
三
三
の
始

也
、
是
み
な
男
女
の
な
ら
ひ
よ
り
お
こ
れ
り
、
…
…
…
さ
れ
ば

浮
橋
は
生
死
の
お
こ
り
煩
幡
の
根
元
也
，
夢
こ
は
世
間
出
世
の

法
皆
如
幻
如
夢
也
ε
云
心
也
、
無
相
の
理
也
，
是
菩
提
也
、
煩

悩
邸
菩
提
生
死
帥
浬
淫
の
義
此
名
に
あ
ら
は
れ
た
り
、
作
者
己

燈
の
卜
す
で
に
髪
に
あ
き
ら
か
な
る
者
鰍
」

又
こ
の
憲
の
名
が
、
詞
よ
り
取
ら
す
、
歌
よ
り
出
で
ざ
る

事
に
就
い
て
は
、
つ
い
で
現
れ
た
一
條
飛
良
が
、
そ
の
著

花
鳥
徐
情
に
、
四
句
に
料
簡
し
て
、
左
の
如
く
繹
し
て
居

る
◎

「
凡
五
＋
四
帖
の
巻
の
名
に
四
の
意
力
，
一
に
は
詞
を
マ
」
り
、

二
に
は
歌
を
ミ
り
、
三
に
は
詞
ミ
歌
ミ
の
二
を
ε
る
、
四
に
は

歌
に
も
詞
に
も
な
き
事
を
名
ミ
せ
り
、
天
台
の
教
に
四
諦
の
法

門
あ
り
、
一
は
有
門
、
二
は
室
門
、
三
は
亦
有
亦
名
門
、
四
は

非
有
輔
導
門
中
、
一
切
の
書
敏
は
こ
の
四
諦
に
い
で
す
、
こ
れ

に
よ
り
て
故
四
諦
外
別
立
法
性
ミ
も
劃
せ
り
、
眞
實
の
道
理
は

第
…
號
　
四
七
（
　
四
七
）
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聖
教
の
外
に
あ
る
べ
き
物
也
、
L

是
等
の
説
は
決
し
て
河
海
や
花
鳥
の
亀
有
で
は
な
く
、
．
そ

の
前
後
の
注
証
書
に
多
く
土
止
通
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
い

よ
一
中
世
の
風
潮
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
源
氏
物
語
が
、
上
代
の
ま
、
の
意
味
に
於
い
て

は
、
も
は
や
樺
威
を
失
墜
し
た
事
を
語
る
。
そ
れ
ご
同
じ

く
権
威
を
失
っ
た
も
の
に
臼
氏
文
集
が
あ
る
Q
自
氏
文
集

は
源
氏
ご
縮
並
ん
で
、
否
そ
れ
以
上
に
、
上
代
に
も
て
は

や
さ
れ
た
。
當
時
文
集
ご
い
へ
ば
白
羽
文
集
で
あ
っ
淀
事

貴
族
は
頻
り
に
之
を
愛
回
し
て
多
く
暗
記
し
て
み
た
事
は

回
り
に
・
有
名
な
話
で
あ
る
。
光
源
氏
の
如
き
は
、
須
磨
の

流
　
に
際
し
て
さ
へ
、
琴
に
そ
へ
て
臼
氏
文
集
を
手
離
さ

な
か
っ
た
程
で
あ
る
。
そ
れ
程
に
奪
画
せ
ら
れ
た
白
樂
天

も
、
中
世
に
入
っ
て
宗
教
の
日
光
に
照
ら
さ
れ
て
は
、

　
　
「
し
か
あ
れ
さ
も
佛
道
に
は
初
心
な
り
、
晩
進
な
り
、
い
は
ん

　
や
こ
の
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
は
、
そ
の
宗
旨
、
ゆ
め
に
も
い

　
ま
だ
み
ざ
る
が
、
、
〕
恕
し
、
」

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
四
八
　
（
　
　
四
八
）

ご
批
詐
せ
ら
れ
、
未
だ
佛
法
の
こ
こ
ろ
を
ふ
ま
す
、
佛
法

の
ち
か
ら
な
き
も
の
、
あ
は
れ
む
べ
く
お
ろ
か
な
る
至
愚

な
り
ご
、
破
斥
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
Q
（
正
法
眼

藏
諸
悪
莫
作
）
源
氏
が
同
様
に
斥
け
ら
れ
ざ
ら
ん
が
爲
に

は
、
、
必
ず
や
票
激
的
寓
意
を
そ
の
う
ち
に
も
ち
來
ら
ざ
る

を
得
澱
。
上
記
の
解
鐸
は
實
に
こ
の
必
要
よ
り
し
て
生
じ

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
を
近
世
の
初
め
に
於
い
て
、
源

氏
物
語
が
別
の
立
場
ま
り
一
二
に
排
斥
せ
ら
れ
了
つ
た
の

ε
樹
比
ず
る
時
、
時
代
一
々
の
相
違
は
＝
椴
明
瞭
ご
な
る
，

近
世
の
代
表
ε
し
て
は
、
こ
、
に
山
鹿
素
行
ご
山
崎
闇
齋

ご
を
取
ら
レ
フ
。
素
行
は
武
敏
小
學
の
末
に
い
ふ
、

　
　
「
近
世
旧
俗
、
教
妻
子
闘
之
學
、
皆
以
鴨
源
氏
伊
勢
物
語
等
之
俗

　
同
一
、
甚
六
罵
歎
息
一
乎
、
此
等
之
書
、
三
三
秩
之
事
一
爲
レ
樂
、
以
昌

　
悠
艶
之
事
一
爲
レ
專
、
詔
書
”
　
女
子
北
通
轟
別
夫
一
、
或
記
｝
λ
情
三
所
糧

　
及
、
…
…
…
必
ス
ノ
可
レ
令
レ
玩
瓢
味
之
㎜
、
」

又
闇
齋
は
大
和
小
學
の
序
に
い
ふ
、

　
　
「
世
の
人
の
た
は
ぶ
れ
、
往
て
か
へ
る
強
し
ら
す
な
り
ぬ
る
は

　
源
氏
伊
勢
物
語
あ
れ
ば
に
や
、
け
ん
じ
は
男
女
の
い
ま
し
め
に



　
　
つ
く
れ
り
こ
い
ふ
、
た
は
ぶ
れ
て
い
ま
し
め
ん
¶
こ
や
、
い
、
こ
あ

　
　
や
し
，
清
原
宣
賢
が
伊
勢
物
語
は
好
色
の
こ
ε
を
し
る
せ
れ
さ

　
禮
を
ふ
く
む
も
の
あ
り
、
義
を
ふ
く
む
も
の
あ
り
、
孔
孟
業
李

　
　
地
を
か
へ
ば
み
な
し
か
ら
ん
一
こ
い
ふ
、
か
・
る
ひ
が
h
、
」
ミ
よ
し

　
　
あ
し
い
は
ん
も
口
お
し
、
つ
ち
の
え
い
ぬ
の
ε
し
、
あ
づ
ま
に

　
　
あ
そ
び
、
藤
の
な
に
が
し
の
も
ミ
に
て
、
か
の
物
語
を
そ
し
の

　
　
け
れ
ば
、
う
れ
し
く
も
い
ひ
つ
ぐ
｝
、
ほ
』
ゑ
み
て
、
小
畢
こ
そ

　
入
の
さ
ま
な
れ
ば
、
男
の
み
な
ら
は
ん
か
は
、
さ
れ
曹
ま
な
し

　
ら
ぬ
女
は
よ
み
が
た
か
る
べ
し
、
そ
の
さ
ま
を
、
か
な
に
や
は

　
ら
け
よ
、
こ
て
、
し
み
ら
れ
に
け
る
、
筆
の
ち
か
ら
も
な
く
、
ふ

　
く
ろ
に
ひ
ε
ま
き
を
も
、
た
つ
さ
へ
ね
「
ご
、
い
さ
、
か
、
立
敏
、

　
明
倫
、
敬
身
の
目
を
た
て
・
、
や
ま
唱
こ
、
こ
ま
、
も
ろ
こ
し
の

　
事
を
お
も
ひ
停
る
に
ま
か
せ
て
、
書
付
侍
る
、
」

上
代
が
美
を
追
求
し
、
中
世
が
聖
に
蹄
趣
し
、
近
世
が
善

に
朝
宗
し
た
る
有
機
は
、
こ
の
一
黙
に
於
い
て
す
ら
、
極

め
て
明
瞭
で
は
な
い
か
。

　
第
二
に
は
武
家
交
化
を
見
よ
う
。
勇
躍
進
む
を
知
っ
て

死
を
怖
れ
す
、
死
し
て
猫
町
内
を
亡
ぼ
さ
ん
ご
す
る
猛
氣

は
、
武
士
の
本
分
嘘
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
故
に
李
溝
盛

　
　
　
鎮
斗
・
四
巷
　
　
観
　
究
　
　
串
世
丈
化
の
塞
調
、

は
、
最
期
に
臨
ん
で
工
事
し
て
、

　
　
「
今
生
の
望
は
一
事
も
思
ひ
お
く
こ
芝
な
し
、
三
思
ひ
お
く
事

　
　
¶
こ
て
は
、
兵
衛
櫨
頼
朝
が
首
を
見
ざ
り
つ
る
こ
ミ
こ
そ
、
何
よ

　
り
も
叉
本
意
な
け
れ
、
我
い
か
に
も
な
り
な
ん
後
、
即
事
孝
養

　
を
も
す
べ
か
ら
す
、
堂
塔
を
も
立
つ
べ
か
ら
す
、
急
ぎ
討
手
を

　
下
し
頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
野
墓
の
前
に
懸
く
べ
し
，
そ
れ
ぞ

　
今
生
後
世
の
孝
養
に
て
あ
ら
ん
す
る
ぞ
」
（
李
家
物
語
）

ご
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
中
世
人
は
之
に
安
ん
ず
る
能
は

す
し
て
、
軍
家
物
語
は
之
を
「
い
ご
“
罪
深
う
は
聞
え
し
」

ビ
冷
し
た
。
楠
木
正
成
の
最
期
に
於
け
る
七
生
報
國
の
誓

す
ら
、
太
李
記
の
記
者
は
、
之
に
宗
敷
的
色
彩
を
多
分
に

加
へ
、
或
は
「
抑
最
後
の
一
念
に
依
り
て
霊
口
悪
の
生
を
引

く
こ
い
へ
り
、
九
界
の
問
に
何
か
御
邊
の
願
な
る
」
ご
い

ひ
、
又
「
罪
業
深
き
悪
念
な
れ
ご
も
」
こ
い
っ
て
る
る
Q

結
城
宗
廣
の
最
期
に
、

　
　
「
我
已
に
齢
七
旬
に
及
び
て
榮
花
身
に
あ
ま
り
ぬ
れ
ば
、
今
生

　
に
於
て
は
｝
事
も
思
ひ
残
す
事
候
は
す
、
只
今
度
罷
り
上
り
て

　
逡
に
朝
敵
を
亡
ぼ
し
得
す
し
て
、
回
し
く
黄
泉
の
た
び
に
赴
き

　
ぬ
る
事
、
多
生
空
劫
ま
で
の
妄
念
ざ
な
り
ぬ
、
こ
煮
え
候
、
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
…
嚢
　
　
四
九
　
（
　
四
九
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
中
世
二
化
の
基
調

　
ば
愚
息
に
て
候
大
仁
塩
江
韓
に
も
、
我
後
生
を
弔
は
ん
「
こ
思
は

　
　
“
、
供
佛
施
檜
の
作
善
を
も
致
す
べ
か
ら
す
、
更
に
樗
名
護
経

　
の
追
賞
を
も
な
す
べ
か
ら
す
、
只
朝
敵
の
首
を
取
り
て
我
墓
の

　
前
に
懸
け
墜
べ
て
噛
す
べ
し
、
」

と
い
っ
て
、
刀
を
抜
い
て
逆
手
に
持
ち
、
は
が
み
を
し
つ

、
死
ぬ
や
、
太
宗
記
は
之
を
批
評
し
て
、

　
　
「
罪
障
深
重
の
入
多
し
ε
い
へ
さ
も
、
終
焉
に
是
程
の
悪
相
を

　
現
す
る
こ
ミ
は
、
古
介
濠
聞
か
ざ
る
所
な
り
。
」

ビ
い
ひ
、
途
に
宗
廣
を
地
獄
に
墜
ち
π
ご
し
て
了
つ
た
◎

但
し
若
し
こ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
武
士
以
外
の
者
の
批
詳
で

あ
っ
て
、
武
士
自
身
の
關
馴
す
る
所
で
な
い
ご
い
ふ
な
ら

ば
、
熊
谷
次
郎
直
實
の
入
前
し
て
蓮
生
坊
こ
な
り
、
遠
藤

武
者
盛
遠
の
出
家
し
て
文
畳
ご
な
っ
た
事
、
北
條
時
頼
、

時
宗
以
下
の
、
多
く
剃
髪
し
て
佛
道
に
墾
し
、
武
田
信
玄

上
杉
謙
信
等
の
い
つ
れ
も
入
道
し
て
法
衣
を
ま
ご
ひ
、
軍

陣
の
間
頻
り
に
願
文
を
紳
佛
に
た
て
ま
つ
、
た
事
を
墨
げ

よ
う
。
殊
に
足
利
億
氏
が
内
心
の
不
安
に
堪
へ
す
し
て
、

切
に
紳
佛
の
冥
護
を
所
り
、
宗
敏
に
す
が
っ
て
安
心
を
得

　
　
　
　
　
　
策
一
軸
　
五
〇
（
　
五
〇
）
　
　
　
　
酔

ん
ご
し
た
事
の
如
き
は
、
中
世
に
於
け
る
武
士
文
化
の
、

到
底
濃
墨
文
化
に
抗
敵
す
る
カ
な
か
り
し
事
を
明
示
す
る

も
の
で
は
な
い
か
。
か
の
刑
罰
が
保
元
以
後
急
に
苛
酷
簾

烈
こ
な
っ
た
事
は
、
以
て
武
士
的
丈
化
の
進
展
を
ト
す
る

に
足
る
が
、
同
時
に
武
家
の
法
律
が
紳
佛
の
冥
竪
を
目
標

に
置
い
て
定
め
ら
れ
、
裁
剣
に
當
っ
て
湯
超
請
及
び
火
起

講
が
盛
に
用
ゐ
ら
れ
た
事
は
、
宗
駿
的
勢
力
の
強
大
さ
を

示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
又
中
世
に
入
っ
て
激
訓
書
の
俄

か
に
多
く
現
れ
た
事
は
、
意
志
的
な
る
時
代
志
摩
を
反
映

す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
敷
訓
書
す
ら

猶
宗
敢
に
吸
牧
せ
ら
れ
勝
で
あ
っ
た
事
は
、
か
の
十
訓
抄

が
、
或
は

　
　
「
す
べ
て
凡
夫
は
さ
る
事
に
て
、
佛
紳
に
能
く
信
を
い
た
し
奉

　
る
べ
し
、
不
信
の
者
、
昔
よ
り
災
残
に
あ
た
る
類
多
し
、
し

と
い
ひ
、
又
は

　
　
「
か
Σ
れ
ば
二
世
の
望
を
遽
け
ん
こ
・
こ
、
直
し
き
心
に
は
し
く

　
べ
か
ら
す
、
」

ε
い
ひ
、
叉



　
｛
、
こ
の
思
ひ
を
し
も
し
る
べ
に
て
、
ま
こ
一
こ
の
道
に
入
る
ミ
い

　
ふ
二
そ
、
生
死
淫
蘂
ε
同
じ
く
、
煩
拶
菩
提
一
な
り
け
る
こ
ミ

　
わ
り
違
は
ざ
り
け
り
ミ
直
ゆ
れ
、
」

な
ご
ε
い
っ
て
み
る
事
に
よ
っ
て
も
考
へ
ら
れ
、
殊
に
そ

の
末
尾
の
文
章
に
、
宗
寂
味
の
横
盗
さ
な
が
ら
方
丈
記
を

思
は
せ
て
、
「
夢
な
り
幻
な
b
、
古
人
去
b
て
蹄
ら
す
し
ご

い
ひ
．
「
常
な
く
う
つ
り
行
ぐ
世
の
中
を
聞
き
見
る
に
、
瀧

つ
岩
瀬
の
浪
の
、
速
に
流
れ
行
き
て
ご
ま
ら
ざ
る
に
こ
ご

な
ら
す
」
こ
い
ひ
、
「
あ
だ
な
る
か
り
の
宿
な
れ
ば
」
こ
い

ふ
を
見
れ
ば
、
思
宇
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う
。
叉
蛤
の

草
紙
を
見
る
に
、
そ
の
最
後
は

　
　
｝
、
後
々
ミ
て
も
此
さ
う
し
見
給
う
て
、
親
孝
行
に
候
は
ゴ
、
か

　
く
の
こ
ε
く
に
「
こ
み
さ
か
え
て
，
渉
ん
九
う
二
面
の
ね
が
ひ
、

　
九
ち
噸
こ
こ
ろ
に
叶
ふ
べ
し
、
ま
づ
け
ん
ぜ
に
て
は
七
な
ん
邸
滅

　
し
、
さ
は
り
も
な
く
、
し
ゅ
に
ん
愛
敬
あ
り
て
，
す
ゑ
は
ん
じ

　
や
う
な
る
べ
し
、
後
の
世
に
て
は
必
佛
果
を
得
べ
き
二
四
な
し

　
偏
に
お
や
か
う
く
に
し
て
此
さ
、
）
し
を
人
に
も
御
よ
み
き
か

　
、
せ
あ
る
べ
し
、
「
　

ビ
結
ば
れ
て
、
親
孝
行
の
道
徳
さ
へ
、
そ
れ
の
み
に
て
は

　
　
　
第
十
四
巷
．
　
研
　
究
　
　
中
世
交
化
の
墓
調

あ
き
た
ら
す
噸
必
す
宗
激
的
数
果
を
期
待
し
た
有
襟
を
窺

ふ
事
が
出
譲
る
Q

　
武
家
の
明
記
は
中
世
に
於
け
る
最
も
重
大
な
る
現
象
で

は
あ
っ
た
が
、
し
か
も
そ
の
意
志
力
を
圭
芝
す
る
濁
特
の

文
化
も
、
常
に
宗
敷
丈
化
に
威
回
せ
ら
れ
勝
で
あ
り
、
宗

駿
に
朝
宗
し
て
始
め
て
十
分
の
満
足
を
見
出
し
た
の
で
あ

っ
だ
。
そ
れ
が
宗
敏
文
化
よ
り
濁
回
し
、
否
む
し
ろ
之
を

歴
倒
し
て
勝
ち
む
ほ
せ
た
の
は
、
確
に
近
世
の
事
で
あ
る

　
第
三
に
自
民
文
化
を
見
よ
う
。
年
三
文
化
が
三
一
し
來

つ
π
の
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
近
量
の
事
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
中
世
に
於
い
て
既
に
そ
の
曙
光
を
認
め
得
る
の
で

あ
る
か
ら
、
今
そ
れ
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た

か
を
瞼
記
し
て
、
近
世
の
そ
れ
ご
甥
比
せ
し
め
る
な
ら
ば

中
世
文
化
の
基
調
は
…
層
明
瞭
こ
な
っ
て
く
る
で
あ
ら

．
フ
。

　
こ
、
に
近
世
に
於
け
る
李
民
文
化
の
一
例
ご
し
て
、
浮

瑠
璃
を
と
り
、
而
し
て
そ
の
先
騙
を
中
澄
に
求
め
て
、
浮

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
五
　
　
（
　
　
五
一
）



第
十
四
雀
　
研
究
　
巾
世
丈
化
の
塞
調

瑠
璃
の
名
の
出
つ
る
所
、
か
の
浄
瑠
璃
姫
の
物
語
十
二
段

草
子
を
こ
ら
う
。

　
十
二
段
草
子
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
事
は
、
そ
の
宗
敢

味
の
横
盗
で
あ
る
。
主
人
公
が
峯
の
漁
師
の
噛
し
子
で
あ

る
黙
も
宗
駿
的
で
あ
れ
ば
、
浄
瑠
璃
御
前
や
文
珠
御
前
の

名
も
宗
激
的
で
あ
り
、
殊
に
美
は
し
さ
賢
さ
の
最
高
級
の

纏
綿
は
、
す
べ
て
宗
数
界
の
例
を
取
っ
て
み
る
事
、
左
の

通
り
で
あ
る
。

「
嵐
に
花
の
さ
そ
は
れ
て
、
汀
の
波
に
浮
み
し
を
、
物
に
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

く
磐
ふ
れ
ば
、
八
功
徳
水
の
池
の
面
の
、
百
千
萬
種
の
寳
蓮

華
も
、
い
か
で
か
こ
れ
に
勝
る
べ
き
ご
（
二
段
花
そ
ろ
へ
）

「
孔
雀
鳳
鳳
桐
竹
に
舞
ひ
あ
そ
び
け
れ
ば
、
さ
な
が
ら
極
樂
世

界
も
か
く
や
ら
ん
ε
豊
え
け
り
、
」
（
同
上
）

「
月
西
山
に
傾
け
ば
、
光
も
影
も
か
す
か
に
て
、
花
は
木
の
間

に
散
り
し
き
て
、
色
も
匂
ひ
も
み
ち
く
て
、
琵
琶
の
お
ミ
、

琴
の
昔
す
み
わ
た
り
、
悪
業
煩
橿
の
雲
は
れ
て
、
極
樂
浮
土
も

か
く
や
ら
ん
、
天
人
も
天
降
り
、
菩
薩
も
こ
蕊
に
影
向
な
る
か

ミ
思
ぼ
し
く
て
、
」
（
四
段
そ
ε
の
管
絃
）

「
あ
ら
あ
や
し
や
此
虐
の
は
、
観
著
勢
至
の
化
身
か
や
、
普
賢

　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
五
二
　
（
　
　
五
二
）

文
珠
の
再
來
か
や
、
羅
迦
の
御
法
か
お
ぼ
つ
か
な
、
筆
を
「
こ
り

て
の
た
や
す
き
は
、
弘
法
大
師
ミ
申
す
ミ
も
、
こ
れ
に
は
い
か

で
勝
る
べ
き
、
」
（
六
段
使
の
だ
ん
）

叉
義
纏
が
帯
ぶ
る
刀
の
装
飾
を
見
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
ず
う
が
ね

　
　
［
、
御
腰
の
物
の
け
つ
こ
う
に
は
、
腰
胴
金
を
い
れ
さ
せ
で
、
表

　
の
冒
貫
は
正
八
幡
ε
お
ほ
し
き
に
、
う
ら
の
目
ぬ
き
は
北
野
の

　
天
瀞
、
」
（
五
段
笛
の
だ
ん
）

　
　
　
は
か
せ

　
　
「
御
楓
刀
の
け
っ
こ
う
に
は
、
・
…
－
表
の
目
貫
の
結
構
に
は
、

　
八
月
十
五
夜
の
月
の
光
の
く
ま
な
き
に
、
倶
利
迦
羅
を
彫
ら
せ

　
た
り
、
裏
の
巨
貫
の
結
構
に
は
、
九
月
＋
三
夜
の
月
の
光
の
く

　
ま
な
き
に
、
鞍
馬
の
昆
沙
門
天
を
は
ら
せ
た
り
、
」
（
同
上
）

之
に
齢
し
て
浮
璃
乙
御
前
の
居
間
の
光
景
は
癩
何
。

「
あ
た
り
を
静
に
な
が
む
れ
ば
、
か
す
く
の
聖
教
さ
も
散
ら

し
て
ぞ
置
か
れ
け
る
、
ま
つ
一
番
に
天
台
は
六
十
巻
、
倶
舎
は

三
＋
巻
、
頃
水
芸
は
四
＋
巻
、
浮
腫
の
三
部
経
、
華
嚴
、
阿
含

方
等
、
般
若
、
法
華
ミ
打
ち
み
え
て
、
数
を
つ
く
し
て
置
か
れ

た
り
、
草
紙
に
一
こ
り
て
は
古
今
、
萬
葉
，
伊
勢
物
語
、
源
氏
、

韓
衣
、
懸
蓋
し
、
和
歌
の
心
を
は
じ
め
，
こ
し
て
、
鬼
の
よ
め
る

千
島
文
ま
で
、
お
つ
ε
り
散
ら
し
て
置
か
れ
た
り
、
朝
ゆ
ふ
よ

め
る
「
こ
お
ぼ
し
く
て
、
白
銀
の
机
に
、
金
泥
の
法
華
纏
は
，
一



　
部
八
巻
二
十
八
最
、
な
か
に
も
五
の
巻
に
は
女
人
成
佛
ミ
説
か

　
れ
た
O
、
二
哨
こ
に
提
婆
品
ミ
て
要
丈
あ
り
、
六
の
ま
き
に
は
灘

　
量
品
、
七
の
ま
き
に
は
藥
下
品
、
八
の
ま
き
に
は
陀
羅
尼
品
あ

　
そ
ば
し
か
け
て
ぞ
置
か
れ
た
る
。
」
（
七
段
し
の
び
の
だ
ん
）

殊
に
第
入
段
枕
も
ん
だ
う
、
義
経
が
浮
瑠
璃
御
前
を
ロ
説

く
こ
こ
ろ
に
於
い
て
は
、
仁
愛
も
宗
激
の
是
認
を
求
め
ね

ば
な
ら
な
か
つ
π
Q

　
　
「
い
か
に
や
君
、
佛
も
懸
を
め
さ
る
れ
ば
こ
そ
，
…
…
：
・
男
女

　
和
合
の
な
さ
け
を
ば
、
い
か
で
か
そ
む
き
た
ま
ふ
べ
き
、
煩
悩

　
す
な
は
ち
菩
提
蔦
な
る
為
生
死
す
な
は
ち
一
捻
な
り
、
一
佛
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

　
善
根
浮
土
ミ
説
く
く
」
き
は
、
谷
の
朽
ち
木
も
佛
噌
こ
な
る
、
萬
法

　
　
唱
如
ミ
き
く
ざ
き
は
、
峯
の
嵐
も
法
の
聲
、
諸
法
實
相
ε
観
す

　
れ
ば
、
佛
も
衆
生
も
一
つ
な
り
、
佛
法
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
多
く

一
の
詞
を
つ
く
さ
れ
け
る
、
し

し
か
る
に
近
世
の
代
表
的
作
家
近
松
門
左
衡
門
は
、
同
じ

題
材
を
取
扱
っ
て
源
氏
十
二
段
長
生
島
台
を
作
っ
た
が
そ

れ
に
は
か
く
の
如
き
宗
澱
的
色
彩
殆
．
ε
な
く
、
口
説
の
所

に
少
し
く
宗
澱
的
辮
謹
を
襲
用
し
て
も
、
流
ち
に
之
を
打
，

溝
し
て
、

第
夢
四
巷
、
　
研
　
究
．
　
串
世
丈
化
の
基
調
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　

　
　
「
女
房
達
は
後
ろ
よ
り
、
幽
々
ま
だ
’
る
や
便
々
ε
、
そ
れ
は
昔

　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
怨
び
の
段
、
冷
此
弊
な
世
の
中
に
、
何
か
は
入
ら
ぬ
是
々
ミ

　
冷
泉
十
五
夜
し
か
た
に
て
、
も
曹
か
し
が
れ
ば
、
」

こ
い
っ
て
る
る
。
時
代
の
相
違
は
こ
、
に
明
白
で
あ
る
。

中
世
に
於
い
て
は
漂
瑠
璃
は
心
止
に
ひ
き
づ
ら
れ
、
近
世

に
入
っ
て
は
之
よ
り
猫
滅
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
に

代
っ
て
近
世
の
浮
瑠
璃
を
特
色
づ
け
た
も
の
は
、
鋤
善
懲

悪
の
三
徳
底
意
伺
で
あ
る
。
同
じ
近
松
の
作
で
あ
る
日
本

武
尊
吾
妻
鑑
に
は
、
改
心
し
て
爾
眼
を
訣
つ
だ
皇
子
に
向

び
、
武
彦
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
く
ら

　
　
「
賑
が
有
て
さ
へ
善
悪
を
見
知
ら
ぬ
物
、
盲
目
に
な
っ
て
何
の

　
徳
、
」

こ
い
へ
ば
、
皇
子
は
、

　
　
「
相
々
身
の
悪
行
を
顧
み
、
本
心
を
改
め
、
曇
り
し
眼
を
く
り

　
捨
て
、
世
開
は
長
夜
の
闇
な
れ
共
。
心
は
さ
へ
た
る
月
夜
の
類

　
く
、
警
も
悪
も
見
分
く
る
、
今
こ
そ
誠
の
目
明
な
れ
↓
…
…
－

　
ε
、
鬼
畜
を
欺
く
邪
見
心
、
始
め
て
萎
れ
先
非
を
悔
ひ
、
わ
っ

　
ε
叫
び
入
給
へ
ば
、
籾
は
誠
の
善
心
ぞ
ミ
、
皆
々
袖
を
ぞ
絞
㊨

　
け
る
、
」

第
「
號
　
　
五
三
　
（
　
　
五
・
三
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
申
世
二
化
の
基
調

な
ざ
、
あ
っ
て
、
さ
な
が
ら
倫
理
道
徳
の
宣
傳
ご
さ
へ
見

ら
れ
る
。
か
の
袈
裟
御
前
の
哀
話
が
、
李
家
物
語
に
は
宗

教
的
に
取
扱
は
れ
、
而
し
て
林
下
由
に
は
無
徳
的
に
取
扱

は
れ
た
事
は
、
前
論
文
に
も
指
摘
し
て
黒
い
た
所
で
あ
る

が
近
松
も
そ
の
鳥
朋
懸
塚
物
語
に
之
を
蓮
徳
的
に
脚
色
し

て
袈
裟
を
孝
行
貞
節
兼
備
の
女
性
こ
し
、

　
　
「
捻
は
か
な
や
、
て
い
じ
ょ
の
道
を
た
て
ん
ミ
す
れ
ば
、
母
の

　
命
を
ミ
ら
ん
ぐ
」
云
、
叉
か
う
く
の
み
ち
を
た
て
ん
ミ
す
れ
ば

　
ふ
か
き
い
も
せ
の
道
た
蕊
す
、
ε
す
れ
ば
か
Σ
り
、
か
く
す
れ

　
ば
、
あ
な
い
し
ら
れ
ぬ
我
身
や
な
、
ア
・
う
ら
め
し
き
は
う
き

　
世
の
中
、
し
ょ
せ
ん
た
臨
み
つ
か
ら
が
つ
ま
の
渡
の
身
が
は
り

　
に
，
た
つ
よ
り
ほ
か
は
有
ま
じ
、
L
　
》

　
ビ
決
心
さ
せ
て
居
る
。

　
以
上
考
察
す
る
所
を
綜
合
し
て
、
中
世
に
流
れ
た
る
種

々
の
丈
化
の
系
統
の
い
つ
れ
も
が
、
す
べ
て
自
ら
安
ん
せ

す
し
て
、
孚
っ
て
宗
敏
に
墾
入
し
、
宗
敢
の
色
彩
を
帯
び

信
仰
の
口
調
を
有
っ
て
、
始
め
て
宮
己
存
在
の
意
義
を
確

認
し
、
自
他
共
に
満
足
す
る
に
至
っ
た
事
は
明
か
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
五
四
　
（
　
　
五
四
）

現
代
が
群
落
の
萬
能
を
醇
ん
で
ひ
た
す
ら
眞
の
登
見
に
熟

修
す
る
に
呈
し
、
又
近
世
が
道
徳
の
至
上
を
説
い
て
専
ら

善
の
實
現
に
努
力
し
だ
の
に
謝
し
、
又
上
代
が
藝
術
を
奪

重
し
て
美
を
最
高
の
慣
値
ご
し
π
の
に
饗
し
、
古
代
が
眞

善
美
聖
未
だ
分
岐
せ
す
、
渾
然
ご
し
て
統
合
融
和
し
た
純

粋
の
精
紳
で
あ
っ
た
の
に
漏
し
、
中
世
は
聖
を
以
て
最
高

無
限
の
儂
値
ご
す
る
宗
毅
全
盛
の
時
代
で
あ
っ
た
。
中
世

交
化
の
基
調
は
實
に
そ
の
宗
肉
的
思
想
に
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
中
世
に
於
い
て
、
最
も
力
強
く
文
化
の
底
を
流
れ
、
最

も
骨
盤
た
る
光
を
文
化
一
般
に
投
げ
か
け
た
も
の
で
あ
る

く
り
か
へ
し
て
い
へ
ば
、
中
世
は
聖
を
以
て
最
高
至
上
、

絶
甥
無
比
の
儂
値
こ
な
す
文
化
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
．

　
　
　
く
し
び

實
に
，
灘
北
の
夜
に
険
く
青
い
花
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
鉱
・
十
二
八
月
六
日
）


